
　稲作のはじまり

 縄⽂時代も終わりを迎えようとするころ，朝

鮮半島から稲作の技術を持つ⼈びとが九州北部

に渡ってきました。やがて，稲作は広がり始め，

弥⽣時代とよばれる新しい社会がおとずれます。

 第 1 章では，かごしまにおける稲作の始まり

と広がり，その特徴について紹介します。
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